
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

  

○ワークシートの記入法説明 

○地図やワークシートを確認 

☆親子や家族でグループワーク開始！ 

疑似体験できるよう、日常の一コマに沿って進行。 

 

後援 鹿児島地方気象台 

後援 日本気象予報士会 鹿児島支部 

後援 一般財団法人 日本気象協会 

かごしま環境未来館講座開催レポート 

気象庁マスコットキャラクター 

はれるん 
大雨防災のワークショップを親子で体験！ 

気象予報士による気象実験を行いました。 

 

親子で体験！ 

   大雨防災ワークショップ 

令和元年 8 月 10日（土） 13:00～15:00       

かごしま環境未来館 2階多目的ホール 

 

 

 

☆大雨防災ワークショップの講師は 

鹿児島地方気象台職員の轟日出男さん。 

当日は台風 9、10号が発生している中、 

20組 53人の皆さんに受講していただ 

きました。 

まず事例紹介で平成５年、鹿児島市の 

8．6水害や、平成 9年、出水市針原地区

の土石流映像などを視聴。実際に起きた災

害の怖さを目の当たりにして防災ワーク

ショップへと進みました。 

Step2．レクチャー（2）大雨災害から身を守るための方法解説 

 ○ニュース映像で情報収集 

Step1．レクチャー（1）災害と防災の説明 

 



  

                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆それぞれのグループでハザードマップをみながら話し合ってワークシートに記入。 

 

Step3．グループワーク：親子でコミュニケーションタイム 

Step4．発表 
 

☆ワークショップのまとめでは、どのようにワークシートに記入したかを発表！ 

 

“大雨防災ワークショップ”では 

「地域の災害リスク（危険度）を知る」「災害から身を守るための知識を持つ」。 

心構えとして、「災害は、まさか
・ ・ ・

ではなくいつか
・ ・ ・

起きるものと認識せよ」「自分は

大丈夫と思わない」「自分の命は自分で守る」「大切な人の命を守る」という意識

を持つなど、講話では重要な点を伝えていただきました。 

是非、今後に活かしていきたい講座となりました！ 

 

 

☆ワークショップのあとは、 

気象予報士さんによる気象

実験で楽しみました♪ 


